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1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 39,959 36.5 4,818 166.5 4,341 166.5 3,036 163.7
22年3月期第2四半期 29,272 △35.0 1,808 △54.9 1,629 △60.3 1,151 △58.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 48.31 ―

22年3月期第2四半期 18.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 70,314 51,781 70.6 789.55
22年3月期 70,124 50,443 69.0 770.35

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  49,624百万円 22年3月期  48,418百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 7.50 ― 10.00 17.50

23年3月期 ― 10.00

23年3月期 
（予想）

― 10.00 20.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 73,000 12.2 9,000 52.4 8,800 48.8 4,950 27.3 78.75

simkeiri
新規スタンプ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  有  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品
取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）4ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

新規 1社 （社名 日本電産コパル精密（ベトナム）会社 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 62,954,924株 22年3月期  62,954,924株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  103,615株 22年3月期  103,495株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 62,851,363株 22年3月期2Q  62,851,750株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、急激な円高、株価の下落が進む中で世界経済の減

速と国内の政策効果の息切れが重なり、景気回復の勢いが鈍ってまいりました。 
こうした情勢の中、当社グループは、売上基盤の拡充に注力し、合わせて“省エネ・エコ”、“健康・

医療”、“安心・安全（セキュリティ）”、“ハーフプライス”、“軽薄短小”といった成長市場におけるトレ

ンドに即した“スリー新活動（新製品の開発、新市場の開拓、新顧客の開拓）”を強力に展開してまいり

ました。 

また、収益性の飛躍的向上を狙いとした経営手法「ＷＰＲ™ （ダブル･プロフィット･レシオ＝利益率

倍増）」に継続して取り組み、部品内製化や購入部材のコストダウンによる材外費率の改善、海外工場に

おける自働化・省人化をはじめとする事業活動全般にわたる業務改革の推進等によって企業体質の変革

に努めております。 

この「ＷＰＲ™ 」の取組みの下、当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は 399 億 59 百万

円（前年同期比 36.5％増）、営業利益は 48 億 18 百万円（前年同期比 166.5％増）、経常利益は 43 億 41
百万円（同 166.5％増）、四半期純利益は 30 億 36 百万円（同 163.7％増）となりました。 

 

ＷＰＲ は、2008年に日本電産（株）の永守重信が自身の独自の経営手法に付した名称です。 

ＷＰＲ™  は、日本電産（株）の日本国における商標です。 

ＷＰＲ© 日本電産（株） 永守重信 2008年 

 

  事業の種類別セグメント実績 

   光学電子機器関連事業 

光学機器関連は、デジタルカメラ用レンズユニットの拡販が実を結び、新機種の受注増で売上が大幅

に伸長いたしました。これらのレンズユニット製品には当社製シャッターが搭載されていることから、

シャッターの生産数も増加しております。また、デジタルカメラ市場は、ミラーレス一眼カメラ市場の

台頭という新たな潮流が生まれ、当社はこうした動きをいち早く予見して当社独自の“ノーマリー・オ

ープンシャッター（無通電での開放状態保持機構によって高い省電力性を実現したシャッター）”をはじ

め、同市場向け新製品の開発・供給で着実に実績を積み上げてきております。引続き、関連製品の積極

拡大を図ってまいります。 
モバイル製品につきましては、ポケットビデオカメラ（動画サイトへの投稿を主目的とする小型･簡易

型ビデオカメラ）に搭載するレンズユニットを開発し、既に販売を開始。従来のデジタルカメラ市場に

加え、成長が期待される新市場への製品投入を積極的に行い、レンズユニットの売上増に努めておりま

す。今後も当社が得意とするオプトメカトロニクス技術を応用し、ネットワーク、セキュリティ、車載

用カメラ市場への展開を加速してまいります。 
電子機器関連は、国内外ともにモーターの価格下落および円高の影響等がありましたが、前年同期比

売上増となり、加えて「ＷＰＲ™ 」活動の取り組みによって収益性の改善が顕著となりました。 
個々に見ると、振動モーターおよびステッピングモーター売上は前年同期比減少となりましたが、海

外大手顧客からの受注が伸びております。サイレントギヤードモーターは、デジタルカメラ市場の回復

と静音性能等の評価により大幅に売上を増やしました。また、ミラーレス一眼カメラ市場の伸長もあり、

同交換レンズ用オートフォーカスギヤードモーターの新規受注も増加しました。 
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第３四半期以降には、携帯電話用振動モーターおよびサイレントギヤードモーターの新製品立ち上げ

が予定されており、ベトナム新工場の稼働等、生産能力の増強を図ると同時に、更なる収益性の向上を

目指し、売上増、原価低減、内製化率アップの加速に努めます。 
   部品・金型関連につきましては、デジタルカメラ市場が好調に推移したことにより、デジタルカメラ用

関連製品の商量が増加いたしました。特に、ミラーレス一眼カメラ市場の販売好調により、レンズ装着

用マウント（切削加工部品）の受注が急増し、中国工場における生産台数はピーク時を超えるまでに至

っております。今後は、グローバル市場での拡販を目指し更なる事業体制の強化に取り組んでまいりま

す。同時に、携帯電話用イルミネーション、フラッシュ窓等の新規分野への参入をはじめ、スリー新戦

略の主たる対象である医療機器、車載、セキュリティ機器等に積極的に展開してまいります。 
   金型事業は、国内各拠点が培ってきた各々の優位性を活かした得意技術をベースに、相互の連携強化

を図ることで短納期対応と生産効率の向上を加速し、顧客満足度を高めて売上増を目指してまいります。 
     この結果、光学電子機器関連事業の売上高は前年同期比 33.2％増の 372 億 34 百万円となり、営業利益

（全社費用等控除前）は前年同期比 101.0％増の 58 億 97 百万円となりました。 
 
   システム機器関連事業 

システム機器関連は、液晶関連製品および実装機関連装置の受注が増加し、産業機器部門の売上が更

に回復してまいりました。また、昇華型プリンターの受注も第１四半期から第２四半期へと着実に増加

いたしました。 
この結果、システム機器関連事業の売上高は前年同期比 107.2％増の 27 億 25 百万円となり、営業利益

（全社費用等控除前）は 1 億 42 百万円となりました。 
   第３四半期以降に液晶関連製品の受注減が予想されるものの、引き続き実装機関連装置、昇華型プリ

ンターで売上維持を図るとともに、スリー新戦略であるセキュリティ機器関連の拡大に努めてまいりま

す。 
 
（２）連結財政状態に関する定性的情報 

  貸借対照表の変動と致しましては、売上の増加に伴う受取手形及び売掛金やたな卸資産等の増加、ベ

トナム新工場設立に伴う有形固定資産取得の一方、これらに法人税や配当金の支払い等も重なり、関係

会社預け金が減少しました。これにより前連結会計年度末（平成 22 年３月末）と比べ総資産は 1 億 89
百万円の増加となっております。 
 純資産につきましては、株主資本は利益剰余金等により増加しましたが、為替換算調整勘定等の影響

を受け、13 億 38 百万円の増加となりました。 
 
（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物残高は50億 69百万円となり、前連結会計年度末

と比較し35億 62百万円の減少となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益が42億 65百万円ありましたが、

売上債権の増加やたな卸資産の増加、法人税の支払い等により、7億57百万円の増加となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、新規連結子会社設立による固定資産の取得等により 35 億 87

百万円の減少となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払等により3億94百万円の減少となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 
平成23年３月期通期の連結業績予想につきましては、平成22年４月26日公表の業績予想から変更

はありません。 

 

２．その他の情報 
（１） 重要な子会社の異動の概要 

当第２四半期連結会計期間より、日本電産コパル精密（ベトナム）会社を新たに設立し、連

結の範囲に含めております。 

 

（２） 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 固定資産の減価償却の算定方法 
 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定

する方法によっております。 
② 繰延税金資産の回収可能性について 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境や一時差異の発

生状況等に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 
 

（３） 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

 これにより、税金等調整前四半期純利益が31百万円減少しております。 

日本電産コパル㈱　（7756）　平成23年3月期　第２四半期決算短信

- 4 -



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,645 4,060

受取手形及び売掛金 20,625 19,601

商品及び製品 535 461

仕掛品 6,238 5,802

原材料及び貯蔵品 4,369 4,229

繰延税金資産 875 982

関係会社預け金 423 4,572

その他 684 585

貸倒引当金 △13 △14

流動資産合計 38,385 40,280

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,012 6,004

機械装置及び運搬具（純額） 7,112 7,039

工具、器具及び備品（純額） 4,766 3,925

土地 3,653 3,667

リース資産（純額） 346 95

建設仮勘定 1,724 516

有形固定資産合計 23,614 21,249

無形固定資産 239 197

投資その他の資産   

投資有価証券 2,341 2,771

出資金 58 59

繰延税金資産 349 354

前払年金費用 5,128 5,035

その他 1,047 1,027

貸倒引当金 △852 △852

投資その他の資産合計 8,073 8,396

固定資産合計 31,928 29,844

資産合計 70,314 70,124
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,705 13,394

短期借入金 400 400

リース債務 130 48

未払法人税等 603 1,423

賞与引当金 981 806

資産除去債務 31 －

その他 3,029 2,022

流動負債合計 16,881 18,095

固定負債   

リース債務 247 49

繰延税金負債 721 857

退職給付引当金 557 541

債務保証損失引当金 17 17

負ののれん 37 38

その他 69 79

固定負債合計 1,651 1,585

負債合計 18,532 19,681

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,080 11,080

資本剰余金 12,524 12,524

利益剰余金 28,228 25,820

自己株式 △167 △167

株主資本合計 51,665 49,257

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 260 514

為替換算調整勘定 △2,302 △1,354

評価・換算差額等合計 △2,041 △839

少数株主持分 2,157 2,024

純資産合計 51,781 50,443

負債純資産合計 70,314 70,124

日本電産コパル㈱　（7756）　平成23年3月期　第２四半期決算短信

- 6 -



（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 29,272 39,959

売上原価 25,019 32,107

売上総利益 4,253 7,851

販売費及び一般管理費 2,445 3,032

営業利益 1,808 4,818

営業外収益   

受取利息 11 4

受取配当金 23 30

負ののれん償却額 1 1

固定資産賃貸料 － 24

助成金収入 91 －

その他 63 41

営業外収益合計 191 101

営業外費用   

支払利息 8 5

為替差損 245 561

一時帰休労務費 111 －

その他 5 11

営業外費用合計 370 578

経常利益 1,629 4,341

特別利益   

固定資産売却益 18 12

その他 0 0

特別利益合計 18 12

特別損失   

固定資産除売却損 54 43

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 31

ＰＣＢ撤去費用 － 13

その他 0 －

特別損失合計 54 88

税金等調整前四半期純利益 1,593 4,265

法人税、住民税及び事業税 333 774

法人税等調整額 △1 151

法人税等合計 332 925

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,340

少数株主利益 110 303

四半期純利益 1,151 3,036
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【第２四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 16,374 20,740

売上原価 13,672 16,699

売上総利益 2,701 4,041

販売費及び一般管理費 1,280 1,538

営業利益 1,421 2,502

営業外収益   

受取利息 5 1

受取配当金 0 0

負ののれん償却額 0 0

固定資産賃貸料 － 11

助成金収入 81 －

その他 31 21

営業外収益合計 118 36

営業外費用   

支払利息 3 3

為替差損 209 300

一時帰休労務費 17 －

その他 1 6

営業外費用合計 232 309

経常利益 1,307 2,229

特別利益   

固定資産売却益 11 10

その他 0 △0

特別利益合計 11 10

特別損失   

固定資産除売却損 26 15

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 14

その他 △0 －

特別損失合計 26 30

税金等調整前四半期純利益 1,293 2,209

法人税、住民税及び事業税 289 423

法人税等調整額 △18 △88

法人税等合計 271 335

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,874

少数株主利益 71 168

四半期純利益 949 1,706
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,593 4,265

減価償却費 1,594 1,758

負ののれん償却額 △1 △1

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 31

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3 19

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 0

その他の引当金の増減額（△は減少） △96 179

受取利息及び受取配当金 △35 △34

支払利息 8 5

固定資産除売却損益（△は益） 35 31

売上債権の増減額（△は増加） △1,509 △1,229

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,311 △1,237

未収入金の増減額（△は増加） 90 △200

仕入債務の増減額（△は減少） 3,238 △1,432

未払金の増減額（△は減少） 154 △33

その他 161 168

小計 3,920 2,291

利息及び配当金の受取額 35 34

利息の支払額 △8 △7

法人税等の支払額 △297 △1,560

法人税等の還付額 421 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,071 757

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △1,188 △3,636

固定資産の売却による収入 53 74

貸付金の回収による収入 0 0

事業譲受による支出 △150 －

その他 5 △25

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,280 △3,587

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △0 △0

セール・アンド・リースバックによる収入 － 277

リース債務の返済による支出 △29 △43

配当金の支払額 △471 △628

財務活動によるキャッシュ・フロー △500 △394

現金及び現金同等物に係る換算差額 △260 △338

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,029 △3,562

現金及び現金同等物の期首残高 8,775 8,632

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,805 5,069
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該当事項はありません。  

  

（セグメント情報等） 

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（単位：百万円）

 ( )はマイナスを表しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
光学電子機器
関連事業 

システム機器
関連事業 

計 消去又は全社 連結

売上高                          

(1）外部顧客に対する 

  売上高 
 15,568  805  16,374     －  16,374

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 73  1  75 (75)     － 

計       15,642       806       16,449     (75)       16,374

営業利益又は営業損失       2,045 (79)       1,965     (544)    1,421

  
光学電子機器
関連事業 

システム機器
関連事業 

計 消去又は全社 連結

売上高                          

(1）外部顧客に対する 

  売上高 
27,956  1,315 29,272     － 29,272 

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
103  2 106 (106)     － 

計       28,060       1,317       29,378     (106)       29,272

営業利益又は営業損失      2,933 (85)     2,847     (1,039)    1,808
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【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日） 

（単位：百万円）

 ( )はマイナスを表しております。

【海外売上高】  

  前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日 至平成21年９月30日）  

（単位：百万円）

  前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年９月30日）  

（単位：百万円）

  

  日本 東南アジア その他 計
消去又は 
全社 

連結

売上高                               

(1）外部顧客に対する 

  売上高  
     11,702       4,597       73       16,374     －       16,374

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
      675     7,234    0     7,910     (7,910)     － 

計       12,378       11,832       74      24,285    (7,910)       16,374

営業利益       1,005      909     9       1,923   (502)       1,421

  日本 東南アジア その他 計
消去又は 
全社 

連結

売上高                               

(1）外部顧客に対する 

  売上高  
     21,247       7,888       136       29,272     －       29,272

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
      1,047     12,535    0     13,583     (13,583)     － 

計       22,294       20,424       137      42,856    (13,583)       29,272

営業利益       1,544      1,247     13       2,805    (997)       1,808

  東南アジア その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高     6,793      272       7,065

Ⅱ．連結売上高                 16,374

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
    41.5     1.7     43.2 

  東南アジア その他の地域 計 

Ⅰ．海外売上高     11,841      485       12,326

Ⅱ．連結売上高                 29,272

Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
    40.4     1.7     42.1 
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１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、経営者が、経営資源の配

分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 当社は製品・サービスについてそれぞれ国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開している「光学

電子機器関連事業」、「システム機器関連事業」の２つを報告セグメントとしております。  

 「光学電子機器関連事業」は、カメラ用シャッター、レンズユニット及び精密小型モーター等を生産しておりま

す。「システム機器関連事業」は、実装機、昇華型プリンター等を生産しております。  

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

                                          （単位：百万円）

  

当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日 至平成22年９月30日） 

                                          （単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額の内容は以下のとおりであります。 

（百万円） 

 ※ 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社の本社部門及び基礎研究に係る費用でありま

す。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

（追加情報）    

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

【セグメント情報】

  
光学電子機器 

関連事業  

システム機器 

関連事業  
合計 

調整額 

（注）１  

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２  

 売上高               

外部顧客への売上高    37,234    2,725  39,959  －  39,959

セグメント間の内部売上高

又は振替高        
   338    0   338  △338  －

 計  37,572   2,725  40,298  △338  39,959

 セグメント利益   5,897   142   6,039  △1,220  4,818

  
光学電子機器 

関連事業  

システム機器 

関連事業  
合計 

調整額 

（注）１  

四半期連結損益

計算書計上額

（注）２  

 売上高               

外部顧客への売上高  19,332  1,408  20,740  －  20,740

セグメント間の内部売上高

又は振替高        
 216  －   216   △216  －

 計  19,549   1,408  20,957  △216  20,740

 セグメント利益   3,049   82   3,131  △629  2,502

  当第２四半期連結累計期間 当第２四半期連結会計期間 

セグメント間取引消去 0  0

全社費用※ △1,220  △629

合計 △1,220  △629
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 該当事項はありません。 

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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4.四半期連結決算概要 
 
 
 

平成 22 年 10 月 26 日 
日本電産コパル株式会社 

 
平成 23 年３月期（第 75 期）第２四半期連結決算概要 

 
１． 連結業績の状況                           （百万円未満四捨五入） 
 

当 第 ２ 四 半 期 
（ 累 計 ） 

前 第 ２ 四 半 期
（ 累 計 ）

当 第 ２ 四 半 期 前 第 ２ 四 半 期
 

自 平成 22 年４月 １ 日 
至 平成 22 年９月 30 日 

対前年
同期 
増減率 自 平成 21 年４月 １ 日

至 平成 21 年９月 30 日
自 平成 22 年７月 １ 日
至 平成 22 年９月 30 日

対前年 
同期 
増減率 自 平成 21 年７月 １ 日

至 平成 21 年９月 30 日

百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 百万円
売 上 高 

39,959 36.5 29,272 20,740 26.7 16,374

営 業 利 益 
4,818 

(12.1%) 166.5
1,808

(6.2%)
2,502 

(12.1%) 76.0 
1,421

(8.7%)

経 常 利 益 
4,341 

   (10.9%) 166.5
1,629

(5.6%)
2,229 

(10.8%) 70.4 
1,307

(8.0%)

四 半 期 純 利 益 
3,036 

(7.6%) 163.7
1,151

(3.9%)
1,706 

(8.2%) 79.6 
949

(5.8%)
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 48.31 18.31 27.15 
 

15.11
  潜  在  株  調  整 後 

１株当たり四半期純利益 - - - 
 

-
※（ ）内は、対売上高比率 

 
２． 連結財政状態 
 

  当 第 ２ 四 半 期 末 前 第 ２ 四 半 期 末 前 年 度 末
百万円 百万円 百万円

総 資 産 
70,314 62,100 70,124

純 資 産 51,781 46,824 50,443
％ ％ ％

自 己 資 本 比 率 
70.6 72.6 69.0
円 銭 円 銭 円 銭１ 株 当 た り 

純 資 産 789.55 717.44 770.35
 当 第 ２ 四 半 期 （ 累 計 ） 前 第 ２ 四 半 期 （ 累 計 ） 前 年 度

百万円 百万円 百万円営 業 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 757 4,071 6,612
投 資 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △3,587 △1,280 △4,625
財 務 活 動 に よ る 
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー △394 △500 △2,001
現 金 及 び 
現 金 同 等 物 
期 末 残 高 5,069 10,805 8,632

 
３． 配当の状況 
 

 第 ２ 四 半 期 末 期 末 合 計

円 銭 円 銭 円 銭2 2 年 ３ 月 期 
7.50 10.00 17.50

2 3 年 ３ 月 期 10.00 ――― ―――

2 3 年 ３ 月 期 （ 予 想 ）        ――― 10.00 20.00
 
４．連結範囲及び持分法の適用に関する事項 
   連結子会社数 12 社  持分法適用会社数 －社 

＜前期末（平成 22 年３月）比の異動状況＞ 
連結  （新規） 1 社 （除外） －社  持分法  （新規） －社 （除外） －社 

    ＜前年同期末（平成 21 年９月）比の異動状況＞ 
連結  （新規） 1 社 （除外） －社  持分法  （新規） －社 （除外） －社 
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